
名勝 小金井桜パトロール報告             No.181～No.274   No.866～No.960    

巡回日 2013年 02月 26日(火) 晴                          時間 10：00～11：45 

巡回区間 小金井橋～茜屋橋  第２ブロック    中谷栄子、池 和子、小迫邦彦・悦子  記録 小迫 

1、全体 2月も末を迎えたので蕾が膨らんでいないかと期待を込めて行ったが、全体としてはまだまだで 

あった。本日は第 2 ブロック構成員 4 名の外に小金井ウォーキング協会の本田敏子さんが一緒

にまわって下さりとても楽しかった。腕章を見て散歩中の人が玉川上水の山桜の為に頑張って

下さいと声をかけて下さった。励みになる。 

小金井橋・貫井橋・茜屋橋の両岸の雑木や下草が刈られ随分スッキリとなったが、現在はまだ

小木だというので残された雑木が多過ぎて今後が懸念される。 

    

小金井橋西側     茜屋橋南側       パトロール前小金井橋で記念撮影 

2、桜樹 第２ブロックの早咲き No.273は随分膨らみが見られたが、オオシマ系の何本かを除き、全体的

にはまだ冬芽の域を出ていなかった。 

番号札が取れてしまった桜樹 2本・・No.274、No.249 は開花までには付けたい。 

強風が続いた為か小枝の折れたものが木にひっかかったままなのが見られた。危ない。 

     

No.273（オオシマ系） No.227          No.189              No.261の折れ枝 

3、緑道 右岸に綺麗に清掃された緑道にケヤキの幼木が 3 本並んでいた。恐らく種が落ちたものが育っ

たのだろうが将来が不安だ。オオイヌノフグリやヒメオドリコソウが咲き始めた。 

    

ケヤキの幼木たち    左岸        右岸                   名前不明 

4、その他 パトロール後 23日夜 9時半頃の火事で空林荘が焼けた文化財センターに行く。下村湖人ゆかり

の大事な文化財が殆んど姿を消してしまっていた。残念だ。文化財保存の大切さを痛感した。 

立ち入り禁止の為、外からの撮影しか出来なかった。 

    

 


